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研究成果の概要（和文）：フーコーが1970年代に模索的に使用した生政治・生権力という概念は、その後生物学・医学
の急速な進展による日常生活の変化に伴い、新たな含意を獲得するに至った。本研究はその事実を背景に、アメリカ的
な生命倫理学をメタ的に対象化して現代的な特質や偏向を探るという目標を掲げた。当初は比較的理論的な問題設定、
クローンや臓器移植などの問題群への注視を想定していた。
だがこの研究期間中思いがけずに福島第一原発の大事故が勃発したので、放射線障害の多寡や、それを巡る日本社会の
多様な政治的・思想的発言の分析に思いの他重点が置かれることになった。人間の生命をどうしても二次的に捉えがち
な我が国の政治風土の剔抉ができた。

研究成果の概要（英文）：The concept of bio-politics and bio-power that M.Foucault had coined in 1970's pro
ved to become more important after his death in 1984, as the rapid development of biology and medicine hav
e changed radically the quotidian life of people. This study aims to analyze the major characteristics or 
some political tendencies of the American bioethics under the scope of the two concepts of bio-politics an
d bio-power. At the beginning, I have intended to research closer for the political connotation of the bio
ethical problems such as cloning or organ transplantation etc. But unexpectedly, the Fukushima nuclear pow
er plant accident occurred afte the earthquake in March 2011. So I changed the major theme of this study, 
and tried to analyze the social discourse on the possible harm of radiation damage.
And I demonstrate the fact that the Japanese society tends to continue to marginalize the value of health 
and the life of people so as to prioritize the short-time range economic prosperity.
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１．研究開始当初の背景 
 
私はもともとフランス系の認識論、エピステ
モロジーの専門家として長く研究生活を続
けてきた。それは、個別科学のそれぞれの時
代に於ける重要概念を科学史的に回顧し､そ
の概念形成と消長の様態を哲学的・認識論的
に反省するというものだった。 
ただ、その極めて理論的性格の強いものから、
より現代社会に直結した問題構制に移行す
る必要性も感じていた。その際、フーコーの
生政治・生権力概念が一つの導きとなり、そ
れによって現代のアメリカ生命倫理学の政
治的特性を探ろうとしたのである。 
 
２．研究の目的 
 
上記の背景に基づき、当初はアメリカ生命倫
理学の中でもクローンとか、臓器移植のよう
な重要問題群における、社会的・政治的特性
を剔抉することを主要目標として設定した。 
ただ、本研究の場合、研究期間中に思いがけ
ず福島第一原発の事故が勃発したというこ
とがあった。その後の放射線障害の潜在的可
能性についての科学者の言動や、政治的動向
を探る過程で、これは或る意味でアメリカ生
命倫理学よりも更にわれわれの社会に直結
した生政治的文脈を露呈するものだという
認識に至った。よって、研究期間後半部にお
いては、放射線障害を巡る言説の生政治的分
析が徐々に重要性を占めることになった。 
 
３．研究の方法 
 
生政治・生権力論が現代世界で流行する契機
となったフーコーの作業、並びに、その仕事
を彼が 1984 年に逝去して以降、最も現代的
に敷衍したアガンベンの業績をまずは詳細
に検討した。その際、アガンベンのゾーエ
ー・ビオス概念が重要なものとして浮上して
きていた。 
それらの作業を前提に、アメリカ生命倫理学
史を彩る幾つかの重要テーマ、クローン、臓
器移植、脳死、安楽死などを個別的に分析し
た。 
ただ、上記のように、研究期間中の思いがけ
ない原発事故勃発以降は、研究方向を若干変
えて、同種の問題意識に基づきながら放射線
障害を巡る言説分析をすればどのようなこ
とがいえるのかを深く検討した。 
 
４．研究成果 
 
現代哲学の重要な一角を占めるアガンベン
らの生政治論・生権力論の概念史をまずはま
とめ上げた。 
そして、アガンベンのゾーエー論から顕著に
浮き彫りになる、政治的・社会的理由から来
る或る種の人間たちのはじき飛ばしを一種
の〈境界人間論〉として主題化するという可

能性に気づいた。それによって、まずはユダ
ヤの特殊な泥人形ゴーレムを扱う小著を書
き、ついで〈人間以下の生物〉一般としての
動物と人間との間の関係を巡る一種の動物
哲学を書いた。 
同時に、エピステモロジーそのもののより本
格的な導入をし、一種科学思想史的な作業を
深めた。それらの成果は、主として編著の形
をとり、幾つかの浩瀚な書物として結晶した。 
さらに、上記にも述べたように、福島原発事
故以降の我が国の言説分析や政治動向の分
析を、書籍ではなく論文の形ながら幾つかの
論攷にまとめ、社会に公表し、日本社会がど
うしても陥りがちな生命軽視の傾向に、私な
りのやり方で警鐘を鳴らした。 
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